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 こちらは、Ａ君です。 

Ａ君は、転職活動をしていたものの、なかな

か希望の仕事が見つからなかった中、ようや

く、希望していた、とある中小企業の営業の仕

事に就職することができました。 

 

 

 

 

 

『いやー、転職活動に結構時間がかかってし

まったけれど、ようやく希望する会社に就職

することができた。あー、よかった。今日から、

この会社で、営業のお仕事、がんばるぞ。 今

まで営業の仕事はやったことないけど、一生

懸命頑張ろう』 

 

 

 

『それにしても、聞いたところによると、なん

だか営業部の部長さんはすごく怖い人らしく

て、スパルタ上司らしい。気をつけて頑張らな

いとな。よし、とにかく、ちゃんと空気を読ん

で頑張るぞ』 
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他方、こちらはＢさんです。Ｂさんは、この

会社の営業部の部長さんでした。このＢ部長

の指導は、スパルタ指導で有名でした。そんな

中、ある日のことです。Ｂ部長がＡ君に話しか

けました。 

 

 

 

『おう、君が今回、新しく入ってきたＡ君か。

まあ頑張ってくれや。それにしても、ちょっと

君の仕事を見ていると、君はちょっと声が小

さいのう。それに、もっとハキハキして喋らな

いと、お客さんへのあいさつ回り・営業回り・

商品説明・質問の受け答えなど、好印象をもっ

てもらえんぞ。よし、これは、練習が必要だな。

よし、ちょっとこっちの部屋に来なさい』 

 

 こうして、Ａ君は、Ｂ部長に別室に連れて行

かれました。そこは通称、倉庫部屋と言われて

いる、倉庫として使っている小さな部屋の中

に、一組の小さな机と椅子が置いてある部屋

でした。 

 

 

『よし、今から、徹底的に特訓をするぞ。まず

は声出しからだ。声出しは営業の一番の基本

だ。大きな声を出せるようになる必要がある。

声出しをしてから、挨拶の練習・営業のロープ

レ・商品説明・質問の受け答えなどなど、ここ

で徹底的に特訓するぞ。 

じゃあ、まずは、おはようございます！！』 
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『お、おはようございます・・・』 

 

 

 

 

 

 

『声が小さい！おはようございます！！』 

 

 

 

 

 

 

 

『おはようございます・・・』 

 

 

 

 

 

 

 

『声が小さいぞ。練習で声が出てないなら本

番ではもっと出ないぞ。そんなんじゃ、お客さ

んに好印象を持ってもらえないぞ。もう 1 回

だ、おはようございます！！』 

 

このようにしてＢ部長による、Ａ君の特訓

が１時間、続きました 
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それから、1か月後のある日のことです。 

 Ｂ部長は、営業部のメンバーの営業成績を

確認していました。 

 

 

 

『うーん、新しく入ってきたＡ君、全然、売上

を上げていないぞ。入社してから、まだ１件も

仕事が取れていない。今まで入ってきたどの

社員さんだって、入社した月でも、最低３，４

件は仕事を取って来たのに、このＡ君は１件

も取って来なかった。こんな社員さんは、今ま

でで初めてだ。  

私の指導がまずかったのだろうか』 

 

『うーん、でも、その前に、そもそも、Ａ 君

にはあれだけ、大きな声で挨拶すること、ハキ

ハキしゃべることを指導したのに、結局、翌日

からまた元に戻ってしまっていた。まったく、

ワシの言うことを聞こうとしない。これじゃ

あ、仕事を取って来れないのも当たり前だ。会

社にまったく貢献していないのに、給料だけ

もらっていて。まったく』 

 

『なんだか、考えみたらどんどん頭に来たぞ。

よし、ちょっと頭に来たから、あいつはもう、

逆に倉庫部屋に隔離して一人にして、誰とも

関われないように、孤独にさせて、反省させて

やろう。よし、じゃあ、あいつは２日間、倉庫

部屋に閉じ込めてやる。そうすれば、営業の活

動ができるありがたみがわかるじゃろう』 
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 こうして、Ｂ部長は、Ａ君に話しかけました。 

 

『おい、Ａ君、君は入社して１ヶ月経ったのに、

未だに１件も仕事を取れていないぞ。いった

い何をやっとるんだ。どんな社員さんでも、入

社した月に、最低、３，４件は仕事を取ってく

るぞ。１件も取って来れなかった人なんて、こ

の 20年間で、１人もいないぞ。それに、きみ

は、大きな声で挨拶をしろと言ったのに全く

やろうとしない』 

 

『そこで、君は、もう一度、特訓のやり直しだ。

今日から２日間、営業回りにはいかずに、倉庫

部屋で、一人で声出しからロープレから、特訓

しておきなさい。この２日間は社内の誰とも、

関わることを禁止する。人と関わるヒマはな

い。一人で、孤独になってやるように』 

 

 

『え、ええー！！そんな、許してください。一

生懸命がんばりますから。営業回りに出たい

んです。お願いします』 

 

 

 

『いーや、許さん。君は２日間、倉庫部屋で特

訓だ』 
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『そ、そ、そんなー』 

 

 

 

 

 

 

それから１ヶ月後のことです。その後、Ａ 

君は一生懸命頑張ったものの、やはり１件も

仕事を取ってくることができませんでした。 

すると、Ｂ部長は、またもや、内心、心の中

で、こんな風に思っていました。 

 

『なんと、あのＡ君、結局２ヶ月経っても１件

も仕事を取って来なかった。２ヶ月まるまる

給料だけもらって、会社に何の貢献もしなか

ったとは、こんな社員さんは今まで初めてだ。

なんだか、考えてみると、ますます頭に来たぞ。

何か嫌がらせでもしてやろう。何が良いかな。

そうだ、最近ワシの車、全然洗車していないの

で、汚れが増えてきたから、あいつには、見せ

しめに、ワシの車の洗車をさせてやろう』 

 

こうして、Ｂ部長はＡ君を呼び出しました。 

 

『あー、Ａ君、君は、結局２ヶ月経って、給料

はもらっているのに、１件も仕事を取って来

ないとは、会社に全く貢献できていないと思

わんかね。ワシの言う通り、大きな声出し、挨

拶、ハキハキした喋り方など、全然やろうとし

ない。君はちょっと真剣さが足りないんじゃ

ないかね。君にはね、罰として、私の個人の車

の洗車を命じる。一生懸命、車を洗いながら、

自分のやってきたことをしっかり反省するん

じゃ』 
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『ええー、そ、そ、そんなー！！』 

 

 

 

 

 

それから１ヶ月後のことです。  

 

Ａ君は、ようやく、仕事のコツをつかみ始め

ました。大きな声を出して、明るく挨拶ができ

るようになり、ハキハキと商品説明や受け答

えもできるようになってきました。すると、な

んと、どんどん仕事を取れるようになり、営業

成績が急上昇しました。 

 

 

『やったー、やったよ。一生懸命がんばって、

声出し、大きな挨拶、ハキハキとしたコミュニ

ケーションできるようになったら、一気に仕

事が取れるようになったよ』 

 

 

 

他方、Ｂ部長は、内心、心の中で、こんなふ

うに思っていました。 

 

『うーん、びっくりだ。Ａ君が、今月はなんと

仕事 20件取ってきたぞ。あっという間に、営

業部のエースになってしまった。ここ最近で、

１か月で20件の仕事を取ってきた人間なんて

全くいなかった。ありがたいことだ。そうする

と、ワシはどうすべきかな。うーん、やはり、

結果を出したことはしっかりと承認して褒め

てあげるべきだ。もしかすると、彼には営業の

才能があったのかもしれないな』 
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『ところで、そうすると、今後、彼をどう育成

していくべきだろうか。わが社始まって以来、

歴代最高の１か月20件という成果を出して彼

ならば、もしかすると、もっとやれるのかもし

れない。よし、もう少しだけ彼の育成のために、

少し高いレベルを任せてみることにしよう』 

 

『Ａ君、君はすごいじゃないか。１ヶ月で 20

件の仕事を取って来た人なんて、今までで一

人もいないぞ。わが社始まって以来の快挙だ

ぞ、これは。君は営業部のトップになった。そ

こで、君の来月のノルマだが、１か月で 21件

とする。難しいかもしれないが、可能性はあり

得ると思っているので、がんばるように』 

 

 

 

『え、ええー！！部長、さすがに、無理ですよ。

20 件取れたのは限界ギリギリでやった結果で

すから、もうこれ以上は絶対に無理です』 

 

 

 

 

『いいや、君ならできる可能性がある。もしか

したら、君にはものすごい才能があるのかも

しれん。だから、君の今月のノルマは 21件と

する。以上だ』 
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『えー、そ、そ、そんなー！！』 

 

 

 

 

 

 それから１ヶ月後のことです。Ａ君は、ノル

マを 21件と設定されてしまい、逆にモチベー

ションが一気に無くなってしまいました。そ

の結果、せっかく、できるようになっていた、

明るく大きな声での挨拶・コミュニケーショ

ンなど、できていたものが全くできなくなっ

てしまい、なんと、また営業成績が０件に戻っ

てしまったのです。 

 

 

 

『うわー、やっちゃったよー』 

 

 

 

 

 その後、ある日のことです。Ｂ部長は、こん

なふうに思っていました。 

 

『うーん、Ａ君、なんとまた元に戻って、仕事

を取れなくなってしまったとは。私も焦って

しまったのだろうか。彼にも悪いことをして

しまった。仕方ない、彼のノルマは、もう逆に

一気に下げて、来月はもう一旦、３件だけでい

いから、３件だけで仕事を取ってくれば、あと

はもうゆっくり休んでよいから、倉庫部屋で

も自由に使って、ゆっくり、声出し・ロープレ

など、練習してもらおう』 
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『おう、Ａ君、すまんな。ちょっと君のノルマ

設定を高く設定し過ぎてしまったようだな。

そこで、 逆に、来月は、ノルマは少なくして、

３件だけにする。それで、後の時間は、自由に

使ってよいから、もう休み休みやってくれて

よいから。また以前と同じように、倉庫部屋を

一人で自由に使ってよいから、明るく大きな

声で挨拶やロープレなど、練習しておくよう

に』 

 

『あ、ありがとうございます。３件なら全然、

行けます。助かります。倉庫部屋使ってよいん

ですね。ありがとうございます』 

 

こうして、Ａ君は倉庫部屋に移りました。 

 

『ふー、先月はノルマ 21 件なんて言われて、

絶対無理だから、一気にやる気なくなっちゃ

ったけど、今月は３件でよいなら全然楽勝だ

な。これなら、今月の終わりに１日だけ働いて、

あとはもうずっと、ここでのんびり休めるな。

あー、よかったよかった。頑張った甲斐があっ

たなぁ』 

 

 こうして、Ａ君は、今月は毎日出勤しては、

倉庫部屋でダラダラ過ごしていました。とき

には、居眠りを繰り返していました。この様子

を見たＢ部長は、さすがに緩くし過ぎたかも

しれないと思いつつも、もうしばらく休ませ

てあげればまたやる気が出るだろうと思い、

見守っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところが、２週間経っても、Ａ君はずっと、

ダラダラと毎日を過ごしていました。この状

況に、さすがのＢ部長も我慢の限界に達し、あ

る日突然、倉庫部屋を抜き打ちで、チェックし

に行きました。 

 

 

 

 

すると、なんと、Ａ君が机で爆睡していまし

た。これを見たＢ部長は、急激に頭にきてしま

いました。そばにあったティッシュ箱をＡ君

の足元に向かって投げつけました 

 

 

 

 

するとこのティッシュ箱はＡ君に当たらな

かったものの、Ａ君の足元で、大きな音がして

Ａ君は驚いて飛び起きました 

 

 

 

 

 

『おい！！Ａ君、君は何をやっとるんじゃ。爆

睡しとるんじゃないぞ』 
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『す、すいません、つい居眠りしてしまってお

りました、すいません』 

 

 

 

 

 

 

『全く君というやつは、少し心配になってノ

ルマを緩くしてみたら、だらけにだらけきっ

とるじゃないか、全く、しっかりしたまえ。 

 罰として、君にはこの倉庫部屋の荷物整理

の仕事を君に任せる。あと３日間で、この散ら

ばっている荷物を全部綺麗に、整理整頓する

んだ、わかったか？』 

 

 

 

『はい、わかりました、急いで、倉庫整理をや

ります』 

 

 

 

 

 

 

それから３日後のことです。Ｂ部長が倉庫

部屋に行くと、Ａ君がせっせと荷物整理をし

ていました。 
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『おう、Ａ君、結構、片付いてるじゃないか。

すごいじゃないか。ありがとうね。これならあ

と少しで終わるな。よし、ワシも手伝おうじゃ

ないか。よいしょ、よいしょ』 

 

 

 

 

そんな中、Ｂ部長が手伝い始めて１０分後

のことです。 

 

Ａ君は重い荷物を運んでいました。 

 

『よいしょ、よいしょ』 

 

そのときのことです。 

ドン！！と大きな音がしました 

 

 

『うわー、あ、いたたたたた』 

 

 

 

 

 

 なんと、このとき、Ａ君とＢ部長は、お互い

に後ろを向き合って作業をしていたため、相

手の状況に気づかず、ＡさんとＢ部長がぶつ

かってしまい、その反動でＡ君だけが転倒し

て頭を打ってしまいました 
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『おお、Ａ君、すまん、ぶつかってしまったね』 

 

 

 

 

 

 

 

『いえいえ、私の方こそ、気づかず、すいませ

ん、いてててててて』 

 

このとき、Ａ君は、転倒して頭を打った際に、

バランスを崩して、足をひねってしまい、足を

怪我をしてしまいました 

 

 

 

さてクイズです 

 以上の物語のなかで、パワハラ６類型の関

連で、何が問題だと思いますか？ 

 

（参考） 

①Ｂ部長がＡ君を１時間倉庫部屋で特訓した

こと 

②Ｂ部長が、Ａ君が２日間、倉庫部屋に一人で

いるように命じたこと 

③Ｂ部長が個人所有の車の洗車をＡ君に命じ

たこと 

④Ｂ部長がＡ君のノルマを１か月 21件にした

こと 

⑤Ｂ部長がＡ君にティッシュ箱を投げつけた

こと 

⑥Ｂ部長がＡ君にぶつかってＡ君が足を怪我

したこと 
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＜参考＞ 

パワハラ防止法施行、パワハラ防止措置義

務の全企業への義務化に伴い、パワハラ研修

のニーズが高まっております。そこで、今回は、

パワハラ防止指針を参考に、パワハラ６類型

に関するクイズを制作しました。様々な意見

があるところですので、あくまで一つの見解

として、参考になれば幸いです（この物語は制

作時点の情報に基づくものであり、法令改正・

判例変更等の可能性がありますので最新情報

をご確認ください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


